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論 文 内 容 要 旨
本論文は、原子力安全規制が安全確保という本来の目的を達成しつつ、規制のインパクト(規制の本来の目的と異なる部分でマイ
ナスの影響が顕在化すること)を回避できる法令・規制構造及び規制手法の在り方を考察し、今後の原子力法制の検討に資すること
を目的とする研究である。
本論文は、6章の構成である。第1章 は、本研究の背景、問題意識、研究方法及び論文構成を示す。また、規制のインパクト、法
令・規制構造、規制手法等、本論分で用いる用語を定義し、法令 ・規制構造及び規制手法のあり方により、規制の本来の目的とは異
なるマイナスの影響が生じることがあるという仮説を設定した。
第2章は、安全規制と原子力発電所の特性の事例研究である。原子力発電所の安全規制と独立の客観的指標として設備利用率に
着目し、先行研究を調査した上で、わが国で規制の制限を受ける設備利用率の因子についての日米比較と、米国の数年間の設備利用
率及び規制の変化の2通 りの詳細な事例研究を行った。これにより、安全規制が設備利用率にプラスにもマイナスにも影響を及ぼす
ことを把握した。また、マイナスの影響が現れる条件を抽出し、合理的な規制制度を実現するためには、法令・規制構造と規制手法
を始めとし、規制当局の内部マネジメント、規制当局と事業者のインタラクション、規制当局と公衆、議会のインタラクション等、
規制、事業者、市民全体をカバーしたマネジメントが有効に機能する必要があることを示した。
第3章は、規制制度の合理化と法令 ・規制構造の分析である。第2章の2つの事例における米国の規制制度の変更がいずれも議会
における審議を必要としないレベルで行われたことに注目し、米国の法令、ガイダンス類の構造及び規制検査の規定方法を分析した。
米国は規制行政活動に対する法の拘束が我が国に比べて緩やかである。これは英米法の特徴であり、議会審議を待たず迅速に行政要
求に対応する仕組みを目指すものである。このため、運転経験や新しい知見を反映した規制検査の整備または合理化等を進めやすい
爪 反面、行政の裁量範囲が広いため状況により規制が過剰、または過少になる可能性もある。このような事態を防ぐため、米国の
行政法は、文書整備、情報公開、意思決定における公衆の参加機会設定、議会への報告等、行政活動を手続き的に拘束する仕組みを
備えている。
第4章では、規制手法の分類と選択のモデルを提案する。英国、米国、スイス及びスウェーデンにおける規制手法の検討事例を調
査した上で、原子力発電所の安全規制に用い得る主な規制手法を分類・整理し、特徴を把握した これに基づき、規定方法(規範的、
非規範的)X着眼点(結果 ・目標、プロセス)×意思決定方法(決定論的、確率論的)の3軸 による分類モデルと18通りの規制手
法を選択するモデルを構築した。モデルの検証として、保守管理活動の規制手法の選択状況をあてはめ、モデルを用いた判断と実際
の状況が大きく異ならないことを確認した。また、国内外の専門家から意見を収集し、規制手法の分類モデルは概ね妥当という評価
を得た。規制手法の選択モデルについては、規制手法を選択するための一つの考え方を示すものとして参考になるという評価を得た。
但し、このモデルは限られた情報から単純化して考え方の例を示したものであり、このモデルだけで規制手法を選択できるものでは
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ない点は注意が必要である。さらに、いくつかの我が国の課題を規制手法の観点から分析し・規制手法の分類及び特徴ならびに選択
方法を検討する意義を考察した。また、原子力発電施設以外の規制ぺの展開を考察した。
第5章 は、本論文の成果を踏まえ、我が国の原子力法制の今後の検討に対する提言をまとめる。今後、原子力法制の見直しを進め
る際には、新しい知見を取り込みやすい法令 ・規制構造を検討すること、不適切な規制手法を用いる事により規制のインパクトが生
じることを回避するため、規制手法の特徴を考慮するこど 規制手法を可能な範囲で論理的に選択するこど そして、規制の現場や
事業者の意見を良く聴取して法令 ・規制構造及び規制手法を継続的に見直す仕組みを整備することが重要である。
最後に第6章では、結論として本研究を総括し、今後の研究課題を提示している。
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論文審査結果の要旨
本論文は、原子力安全規制が安全確保 という本来の目的を達成しつつ、規制のインパクト(規制の本
来の目的 と異なる部分でマイナスの影響が顕在化すること)を回避できる法令 ・規制構造及び規制手法
の在 り方 を考察 し、今後の原子力法制の検討に資することを目的 とする。本論文は、6章の構成である。
第1章 は、本研究の背景、問題意識、研究方法及び論文構成を示す。
第2章は、安全規制と原子力発電所の特性の事例研究である。原子力発電所の安全規制と独立の客観
的指標として設備利用率に着目し、先行研究を調査した上で、わが国で規制の制限を受ける設備利用率
の因子について2通 りの詳細な事例研究を行った。
第3章 は、規制制度の合理化 と法令 ・規制構造の分析である。第2章 の事例研究における米国の規制
制度の変更がいずれ も議会にお ける審議を必要としないレベルで行われた ことに注目し、米国の法令、
ガイダンス類の構造及び規制検査の規定方法を分析した。
第4章 では、規制手法の分類 と選択のモデル を提案している。国内外の規制手法の検討事例を調査 し、
原子力発電所の安全規制に用い得る主な規制手法を分類 ・整理 し、規定方法(規 範的、非規範的)x着
眼点(結 果 ・目標、プロセス)× 意思決定方法(決 定論的、確率論的)の3軸 による分類モデルと18
通 りの規制手法 を選択するモデルを構築 した。また、我が国の課題を規制手法の観点から分析 した。
第5章 は、本論文の成果を踏まえ、我が国の原子力法制の今後の検討に対する提言をまとめている。
今後、原子力法制の見直しを進める際には、新しい知見を取 り込みやす い法令 ・規制構造を検討するこ
と、不適切な規制手法 を用いる事により規制のインパク トが生じることを回避するため規制手法の特徴
を考慮す ること、そ して、規制の現場や事業者の意見を良く聴取 して法令 ・規制構造及び規制手法を継
続的に見直す仕組みを整備することが重要である。
最後に第6章 では、結論 として本研究を総括 し、今後の研究課題を提示している。
規制手法 を体系的に扱 う研究は少ないことか ら、本論文で提案す るモデルは規制手法の研究に貢献す
るものである。本論文は事例研究であ り、成果をそのまま一般化することで問題が生じることは否定で
きないが、規制手法の分類モデルを用いる方法の例を示 し、規制者 に規制手法に対する考え方を提供す
るという意味で有益であると考える。よって,本 論文は博士(工学)の学位論文 として合格と認める。
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